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東京女子体育大学 

学長 加  茂  佳  子 
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 学校法人名 ： 学校法人藤村学園 

 
 設置大学等 ： 東京女子体育大学 
                    体育学部 体育学科 

 

            ： 東京女子体育短期大学 
               保健体育学科・児童教育学科 

 

 所 在 地  ： 東京都国立市富士見台四丁目３０番地の１ 

2 

学校法人の概要 



 
 

 学生数（平成２７年５月１日現在）                             （単位：人） 

 

 
                                       ※(カッコ)内は、編入学生数（内数） 

 教員数 

 

 

 

 

 

 職員数 

 

 

 

   ※教員数、職員数ともに、平成２7年５月１日現在。（単位：人） 
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東京女子体育大学の現況 

学部 学科 
入学
定員 

編入学 
定員 

収容
定員 

在籍学生数 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 合計 

体育 体育 300  40 1,280  386  386  397  399  1,568 

              (36) (25) (61) 

学部 学科 
専  任 

兼任 非常勤 
  教 授 准教授 講 師 計 

体育 体育 

男 14 5 6 25 8 7 

女 5 3 2 10 9 10 

計 19 8 8 35 17 17 

区  分 専 任 嘱 託 臨 時 

男 15 2 2 

女  34 3 13 

計 49 5 15 



 

心身ともに健全で、質素で誠実、 

 礼儀正しい女子体育指導者の育成 
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建学の精神 
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藤村トヨの教え 
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教育スローガン 



  １．学内の準備体制 

  ２．自己点検評価書の作成 

  ３．実地調査への対応 

  ４．大学独自基準の選定 
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本日のお話し 



平成26年10月27日（月） 

              ～10月29日（水） 
 

 ※但し、27日（月）は、評価員の移動日につき対応無し。 
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実地調査日 



（1）委員会の立ち上げ 
 名称：大学第三者評価対応委員会 

 【委員会の構成】 

 委員長：学長 

 委   員：常任理事（LO 1名を含む）  3名       

       教員（部館所長）     9名 

       職員（各所管課長等） 13名 

       合 計          26名 
 ※事務所管：総務課及び長期構想担当課長 
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学内の準備体制① 



（2）委員会の位置づけ 

  特別委員会（必要に応じ設置する委員会）として設置 

  定例の自己点検・評価は評価委員会で対応  

（3）委員会の開催 
  ・定例会（全体会）７回開催 

  ・自己点検評価書作成の進捗状況等に合わせて開催 
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学内の準備体制② 



（1）原稿の作成分担 
   ・作成分担は、あらかじめ、ＬＯと事務局でたたき台を作成。    
  ・分担箇所は、細かく分けずに、各基準ごとに責任者を決めて、 
  当該責任者の指示のもとに作成（責任の所在を明確に） 
 

（2）自己点検評価書のページ割り付け 
 

   ・自己点検評価書は全体で１００ページ以内。 

 ・そのため、各基準ごとのページ数の目安を次の通り設定した。  
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自己点検評価書の作成① 



 【ページ割り付け（目安）】 

 ○建学の精神、大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色 

                                → ２ページ 

 ○沿革と現況          → ３ページ 

 ○基準１ 使命・目的等    → ６ページ 

 ○基準２ 学修と教授      →５０ページ 

 ○基準３ 経営・管理と財務 →２０ページ 

 ○基準４ 自己点検・評価  → ４ページ 

 ○基準Ａ 大学が独自に設定した基準  →１５ページ 
 ※基準２「学修と教授」が全体のほぼ半分を占める 
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自己点検評価書の作成② 



 （3）原稿の作成・取りまとめ 
  ・分担原稿は、作成者から事務所管である総務課（長期構想担  

   当課長）へメールで送り、事務所管が字句及び表現上の統一を 

   図り、委員会で確認し、さらに加筆・修正を加える。 

  ・この作業を繰り返して、原稿を整えていった。 

  ・原稿の根拠となる、エビデンス集（資料編）は、１０ｃｍパイプファ 

   イルで２冊分となった。 

  ・最終的に、自己点検評価書、エビデンス集（データ編）・（資料 

   編）ほか、提出資料は、６月２４日に評価機構へ郵送した。 

                             （提出期限：６月３０日） 
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自己点検評価書の作成③ 



 （1）書面質問・依頼事項 

   ８月２１日（木）受領（メール） 
    書面質問６６項目 
    依頼事項２６項目 
    ９月 ４日（木）回答期限（２週間） 
  ※実質的には１０日ほどしかなく、ここの対応が時間との戦いとなった。 

 【回答】 
    Ａ４版用紙で２３ページ。 
    それに伴う提出資料は１０cm厚パイプファイル１冊 
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実地調査への対応 



実地調査日：10月27日（月）～10月29日（水） 

●移動日／10月27日（月） 

●第１日／10月28日（火） 

時  間 事  項 

9:00～10:00（60分） 第2回評価員会議 

10:00～11:00（60分） 評価員：資料点検 

11:00～11:30（30分） 顔合わせ 

11:30～12:30（60分） 昼食（学食） 

12:30～14:00（90分） 大学責任者との面談（基準１の内容を含む） 

14:00～15:30（90分） 教育環境の視察 

15:30～16:00（30分） 評価員：資料点検 

16:00～17:30（90分） 基準ごとの面談（基準2と基準3を別室で同時進行） 

17:30～18:00 評価員：宿泊施設へ移動 

18:00～20:00（120分） 第3回評価員会議（宿泊ホテルにて） 

●第２日／10月29日（水） 

時間 事項 

9:00～9:30（30分） 評価員：資料点検 

9:30～10:15（45分） 基準ごとの面談（基準4と基準Aを別室で同時進行） 

10:15～11:00（45分） 教務補佐員との面談 

11:00～12:00（60分） 学生との面談 

12:00～13:00（60分） 昼食 

13:00～14:30（90分） 第4回評価員会議 

14:30 終了・解散 
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       実地調査当日のスケジュール 
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大学責任者の方との面談（10/28・火）

1日目（10/28・火） 1日目（10/28・火）

基準 評価員 基準 評価員

基準 評価員 基準 評価員

備考

理事

地域交流センター所長

総務課長

　兼　地域交流センター事務室長

ブースA（1号館3階　大会議室）

ブースB（1号館3階　中1・2会議室）
大学側(役職）

大学側(役職）

学長

理事

教務部長

学生部長

キャリア支援部長

図書館長

女子体育研究所長

地域交流センター所

長

入試委員長

広報委員長

管財課長

入試課長

広報課長

教務課長

教職課長

学生課長

キャリア支援課長

図書館課長代理

3

経営・管理

と財務

基準ごとの面談スケジュール及び対応者

評価員

12:30

～

14:00

団　長

教育系

教育系

事務系

大学側(役職）

理事長

学長

理事

理事・LO

事務局長・理事

女子体育研究所長

総務課長

　兼　地域交流センター事務室長

経理課長

長期構想担当課長

1号館3階　大会議室

基準1の内容を含み、管理運営について責任者の方にお
伺いしたい事項について、面談を実施

ブースB（1号館3階　中1・2会議室）
大学側(役職）

大学関係者と基準ごとの面談

16:00

～

17:30

2

学修と

教授

教育系

教育系

16:00

～

17:30

団　長

事務系

理事・LO

事務局長・理事

総務課長　兼 地域交流セン

ター事務室長

経理課長

新学生寮建設担当課長

長期構想担当課長

ブースA（1号館3階　大会議室）
大学側(役職）

2日目（10/29・水）2日目（10/29・水）

9:30

～

10:15

Ａ
地域社会と

の連携協力

社会貢献

教育系

教育系

9:30

～

10:15

4

自己点検・

評価

団　長

事務系

学長

理事・LO

事務局長・理事

長期構想担当課長

総務係長



【独自基準】 

  「地域社会との連携協力・社会貢献」 
 

 本学は体育大学として、スポーツを通して広く地域・社会に貢献して、高い評価

を得ているため、独自基準として「地域社会との連携協力・社会貢献」を選択した。 

 

 具体的には、「公開講座」の開講、「ジュニア・ユースクラブ」「定期レッスン」の実

施、「学生のボランティア活動」を通して地域社会との連携・協力を図っている。 
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大学独自基準の選定 
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地域社会との連携協力 
社会貢献 
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地域社会との連携協力 
社会貢献 



○新体操クラブ 
 

 キッズ（２歳児）～ジュニア、ユースクラス（高校生）まで、 

現在１７０名の会員が在籍しており、レッスンでは様々なリズムの音楽で、 

全身を使って体を動かします。新体操に大切な、柔軟性、基礎体力を身につけ、美しく、 

しなやかな体作りを目指します。徒手運動の他に、ボールやリボン、フープなど色々な手具を使って動きを
覚えながら、技にも挑戦し、目標を持ってあきらめずに頑張る強い心を育てます。育成、選手コースも開設。
競技会や講習会、地域イベントへの参加も積極的に行っています。 
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ジュニア・ユースクラブ 



ジュニア・ユースクラブ 
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○ヒップホップクラブ 
 踊ることが大好きな子どもたちが毎週楽しくレッ
スンに励んでいます。 

 ダンスは基礎体力アップや、リズム感、表現力な
どが身につき、成長過程での土台となる、筋力や 

 骨格が自然と育ちます。「踊る」ことの楽しさを子
どものころから知ることは成長過程でも大切なこと。 

 

○サッカークラブ 
小学生を対象にしたサッカー教室です。 

来年度４月からは増設し２クラスを展開します。 

たくさんの子どもたちが元気いっぱいにスポーツに
集中できる。そんな環境づくりを行っています。 

現役指導者、選手陣による本格的指導で、基礎か
ら丁寧に練習を行います。子どもたちの健康な身
体づくりの基礎となるスポーツライフを応援します。 
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ご清聴ありがとうございました。 
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